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緒言

サーレス現象が線虫仔虫による免疫動物のみに証明さ

れる抗原抗体反応の一つである事は Taliaferro等川｝

が既に提唱している所てあるが，とれに与る抗原及び抗

体物質に関しては未だ明らかでない点が多く残されてい

る。

サーレス現象の抗原に就いては，Sarles及び Talia-

ferro3>4＞は Nyρρostrongylusmurisの仔虫を用いての

in vitro及び invivo ての沈降物の形，形成される場

所等を見て，仔虫の分泌物乃至排i世物が抗原てあろうと

述べ，一方 Oliver～Gonzalez9＞は豚畑虫仔虫を用いての

実験て，血清中のサーレス現象に関与する抗体が，その

子宮内卵より抽出した抗原によって吸収される事を証明

し，叉虫体角皮質がサーレス現象の抗原物質として重要

なものであるとなし，この2方面からサーレス現象の抗

原を究め様としているが，両者とも確定的な結論を得な

かった。

血清中の抗体に関しては， T richinellaを用いての

Wright及び Oliver-Gonz会lez27＞の報告があり，家兎を

使用して電気泳動法によってその血清蛋自分割の定量及

び r－グロプリンの抽出を行い，家兎血清中の T・グロ

プリンが感染後増加する事，及び抽出 r－グロプリン中

ては同仔虫によるサーレス現象が認められるが他の血清－

分却では反応陰性である．事を記載している。 然し乍ら

Trichinella による家兎感染実験に於いて感染後母虫寄

生が引きつ三き成立するので，それによる影響乃至母虫

に対する抗体産生をまぬがれ得ず27），仔虫感染のみによ

って既に産生されている筈の〈第1篇参照〉のサーレス
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現象の抗体産生の過程をうか三うには甚だ不利である。

しかし彼等の実験によってすーレス現象の抗体が免疫動

物血清中のれグロプリン分劃中にふくまれる事が充分

にうか三いうる点は甚だ興味深い。

以上の報告のタ卜，サーレス現象に関して免疫学的にな

義ある実験の試みられたものは殆どない。

私は第1篇て、得た実験成績を基礎として，ヅピニ鈎虫

を用いて非固有宿主たる家兎を処置する事により，との

仔虫の性質の許す限り，出来るだけ系統的にすーレス現

象について免疫学的な追求を試み，興味ある諸知見を得

たのでままに記哉する次第である。

第1部サ四レス現象の抗原物質

?f n篇に述べた如く，サーレス現象は，宿主体内へ一
定数の仔虫が侵入すれば陽性になるので，その侵入経路

の如何を問わないのであるが，この際仔虫体成牙が抗原

となっているのか，或は Sarles及び Taliaferro3>•＞が

想像している様に仔虫の好協物乃至排？世物が抗原となる

のか今迄明確な証明がなかった。この問題は細菌免疫に

際しての Exotoxinと Endotoxinの問題と同様な関係

となるが，寄生線虫ては培養により虫体の増殖を計る事

が不可能な為に大量の抗原を得る事が出来ず，いづれの

抗原物質を抽出使用して実験するにも非常な困難を伴

う。特に鈎虫を用いての実験は，虫体成牙（仔虫の場合

は勿論母虫を用いるとしても〉は僅少であって材料の蒐

集に苦心したが，以下の如く実験を進めた。

実験方法並びに成績

先づ仔虫体自体による抗原性を試験する為に，仔虫を

その浮潜液と共に，ドライアイスを使用して急激に凍結

させ，後再び常温に融解する所謂冷凍融解を約10回線返

して全仔虫を死滅させ，（顕微鏡下に仔虫は膨化し，虫体

の各関口部より虫体内容を漏出して全部死滅するのが認

められる〉直ちに乳鉢てすりつぶして仔虫の全抗原を作

c 26 ) 



昭和 31年 3 月（1956）〕

り，皮下に注射する事を試みた。

仔虫数 15,000隻を用いて全抗原作り注射した家兎

（番号23号〉ては， 2週間後血清を分離してサーレス現象

を検したが結・果は陰性て、あった。

叉仔虫数 30,000隻を用い，凍結死滅させた仔虫体を

そのま〉乳鉢てすりつぶさずに皮下に注入した家兎（番

号24号〉の血清を，注射後2週間を経て採取してサーレ

ス現象を検したがこれも陰性てあるのを認めた。

叉仔虫数 50,000隻を用いて，凍結死滅虫体の1%食

塩水抽出液を皮下に注射した家兎（番号25号〉の血清

も， 2週間後の採血判定てサーレス現象陰性て、あった。

この様に仔虫体を抗原としての実験ては，私の試みた

上述の抗原作製法に依つてはサーレス現象を陽転させる

事は出来なかった。

次にヅピニ鈎虫の感染型仔虫を血清中に入れ〉ば，直

ちに脱皮して次期仔虫となり，数日間活発に生存する事

に着目しで，その聞に出す仔虫の排出物乃至分泌物の抗

原性を試験する目的て，免疫しようとする家兎の血清を

約2cc分離し，その中にマーソニン液て消毒した感染型

仔虫を一定数入れ， 8日間37°0に保温して後，遠心牙離

して仔虫を除去し，上清だけを家兎腹部皮下に注射する

という方法を試みた。

家兎22号は，これを 3回繰返して8日おきに注射し，

（仔虫総数 30,000隻〉 ，最終注射より15日を経てその

血清を分離しサーレス現象を検した所陽性を示した。叉

家兎28号は同様注射を 1週間おきに2回繰返して〈仔虫

総数 18,000隻〉，最終注射より 7日及び14日自に血清

を牙離し各々反応陽性であるのを認めた。後者は前者に

くらべて反応程度は弱かったが，とれは用いた仔虫数の

少い為によるものと思われる。対照家兎ては仔虫を入れ

ない血清を同様処置後注射したのであったが，現象は発

現しなかった。 尚使用家兎体重はいづれも 1.5kgであ

る。

抗原物質についての考察

かよ うに仔虫体を抗原として用いても，サーレス現象

は陽転せず，仔虫を血清中て飼育しその上清を用いて免

疫すれば陽転する事が明らかとなったので，Sarles及び

Taliaferro3' 4＇が想像した如く，仔虫の体内移行中に出
す分泌物乃至排担物が，実際この反応の抗原となってい

る事を証明出来たと考える。

しかしとの抗原物質は血清中にあり，甚だ取扱いにく

h 抗原物質の抽出精製乃至抗体の吸収試験等は今の所

不可能である。叉鈎虫の性質としてこれ以上の追求は因
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難であり，それ等はその目的に便利な性状をもっ線虫を

材料に選んで究明するタ卜は無い。

サーレス現象の抗原物質に対する今までの報告として

は，上述の Sarles及び Taliaferroのそれのタ卜に，豚

畑虫を材料として行った Oliver-Gonzalezの実験が唯：

だ一つある 9）。

彼の実験成績及び考察は可成り綿密で注目すべき所が

多いが，彼は母虫体組織各部より彼独特の方法（各体組‘

織をそれぞれとり出して冷凍下（－74°0）に保ったま〉

乾燥させて且粉砕し，それを用いて抗原をつくる〉によ

っτ抗原物質を得，それぞれの抗原によって家兎を免疫ー
している。そして幼虫に対する抗俸産生に与る抗原は主

として卵に含まれ，卵投与後7日自に既に抗体が存在す、

ると述べ，叉サーレス現象に関係する抗体は卵抗原によ

ってのみ吸収されるといh 且実際宿主体内に於いては

仔虫角皮が宿主体組織に密接な状態になるのであるから

仔虫角皮がサーレス現象の抗体てあろうと推察し， in 

vitroの反応、に於いて仔虫角皮周囲に生ずる沈降物をも

ってそのうらづけとなしている。叉姻虫母雌虫体全部を

用いて得た抗原でも卵抗原と同様な成蹟を示し，サーレ

ス現象の抗原を吸収すると云っている。

鈎虫を用いての私の実験に於いては，その虫卵を畑虫

の場合の様にとり出して抗原として用いる事は勿論その～

量的な面に於いて不可能であるので，私は四塩化エチレ

ンて：駆虫して得たヅピニ鈎虫母虫225隻（雄87隻，雌13句

8隻てそのま〉の虫体全重量0.4瓦〉を粉砕器を用い

てすりつぶし更に冷凍融解後（1%食塩水中に浮潜〉遠」

沈した上清を1.5l氾の2羽の家兎に半量づ〉腹部皮下に

注入して，2週間後採血してすーレス現象をしらべたが

（家兎番号30,31号） 2羽とも陰性であった。

この様に鈎虫卵及び鈎虫母虫よりのサーレス現象の抗

原物質の証明は，私の方法に於いては不成功の結果を見

た。尚使用した母虫体抗原濃度が稀薄なもので、あった為ー

に陰性と出たのではないかと疑いうるが，サーレス現象

の鋭敏度が可成り高い事を考えれば，おそらくとの種の・

抗原てはすーレス現象をおこし得ないものと見ている。

尚私は Oliver-Gonzalez の阻虫卵による抗原性に就

いて，追試を行い，豚畑虫子宮内卵 (10隻の雌岨虫より

採取した受精卵〉を粉砕器にかけてすりつぶし更に冷凍

融解後 (1%食塩水に浮説〉遠沈し，上清を体重1.5kg、

の家兎皮下に注入し，豚胴虫仔虫に対するサーレス現象司

を検した所（豚阻虫仔虫を得る方法は第8部に於いて述”

べる〉 ，陽転させる事が出来なかった。何故にOliver-
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Gonzalezの得た実験成績と一致しなかったは，容易に

結論を下し得ない所であるが，彼我の抗原作製方法の相

違，仔虫の採取方法の相違（彼は成熟畑虫卵をモルモツ

トに感染させ，その肺臓よりとり出したのに対して，私

は機械的に脱殻させている〉等も関係するかも知れない

と考えている。若し彼の云える如く，虫卵及び母虫体に

サーレス現象を吸収する抗原物質が含まれるのが事実と

すれば，ζれは上述の仔虫の新陳代謝産物の抗原性と共

通因子をもつものと解釈出来，現在新陳代謝産物の抽出

その他に不便がある為，それに代るサーレス現象の抗原

物質として利用しその究明に役立てうる可能性があるの

で非常に注目に値する事である。

一方 Oliver-Gonz会lezの云う仔虫角皮の抗原性につ

いては，鈎虫仔虫の場合は血清中て、1回脱皮を行うが，脱

皮した角皮のまわりにも，その後の仔虫角皮のまわりに

もそれに由来すると見られる沈降物は全く認められない

ので，私は仔虫角皮自体はサーレス現象の抗原とはなり

得ないものと見なしている。 〈第l篇第8図参照〉

とれは姻虫仔虫の場合はサーレス現象に使用する仔虫

を集める際に鈎虫とは比較にならぬ難点があって，メヂ

ウム血清中に不純物が多く入るのがさけられず（感染動

物の肺よりとり出しても，機械的に脱殻させた仔虫を用

いるとしても〉 ，叉沈降物を観察する際にも鈎虫仔虫の

場合は lOG倍の倍率て充牙であるに対して畑虫の場合は

200倍以上を要し，且仔虫の運動性及び沈降物の量が畑

虫仔虫の方ては少いため実験上の不利はまぬがれないの

で，仔虫集団に混じた何かタ卜のものが誤認されたのでは

ないかとも推察される。

要するに母虫体，虫卵を抗原としても本現象は発現せ

ず，本現象にそれ等が関与しているという事実を追認し

得ず，只仔虫の新陳代謝物質に依つてのみ陽性成績が得

られた点から少くともこの物質を非常に重要視すべきも

のと考える。

第 2部サーレス現象に与る血清中の抗体に関

する実験及び宿主感染防禦力とサーレ

ス現象との関係

サーレス現象に関与する抗体が血清中或は血捷中のに

グロプリン中に含まれる事は， 前述の Wright及び

•Oliver-Gonzalez2 1＞の Trichinella sρiralisを用いての

実験て証明されているのであるが， Trichineliaを家兎

に感染させた場合は仔虫は体内移行をなし，その後ひき

つまいて発育し母虫となるので，感染家兎血清並びに血

3走蛋白各牙到の変動や，抗体産生の観察に際して，それ
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等を総合した影響が加わって居る事を考慮に入れなけれ

ばならない。

サーレス現象が既に仔虫感染のみで発現しうるものと

すれば，それに関与する抗体産生の経過を血清蛋白各分

割の変動如何に求むるには，母虫を形成し得ない非間有

宿主を用いて行う方が寧ろ合理的である。

私はこの目的てヅピニ鈎虫仔虫を家兎に感染させて，

Tiseliusの電気泳動法によって，サーレス現象の抗体産

生経過をうか三い，Wright等の成績を追試しようとし

且抗体物質をとり山してとれと宿主防禦力との関係につ

いて考察する所があった。

実験方法並に成績

Tiselius電気泳動法は M/10燐酸緩種子液を用い lPH

8.0，イオン強度0.1），電気泳動学会の規約に準拠し

て施行した28)29) 0 

感染量の多寡により家兎を以下の2群に牙けて観察し

た。

prokilo 1, 300隻以下の少量感染例，11,13, 14, 16 

号（第3' 4' 5' 6表参照〉に於ける血奨或は血清蛋

自分劃量の変動は表示せる如くて，アルブミンの一時的

減少が認められ，bグロプリンは殆ど変化せず，A－グロ

プリンは可成り増加する場合（11,14号〉と不変（13

号〉 ，減少 (16号〉を見る場合がある。 7・グロプリンは

感染後一時的減少を示す例（11,13号〉もあるが，大体

増加する傾向がみられ，叉約2ヶ月余りで旧に復するも

のもある（11号〉。

prokilo 7 ,000隻以上の大量感染例，l，ム 7' 8 

10号〈第九 8' 9' 10, 11表参照〉の蛋白牙劃量の変

動については，感染による肺炎て死亡した8号は第10表

の様な状態を示して居り，その泳動図〈第4図〉も特異

でその意味づけに苦しむが，他の生存例てはアルブミン

は感染後一様に減少し，漸次恢復するが恢復に要する時

聞は各個体により差がある様である。 α・グロプリンは殆

ど不変〈死亡した8号のみ著明に増加〉 ，日・グロプリン

は前述の少量感染例と同じく不定の変動を示し減少（ 7' 

10号〉或は増加（ 1, 4号〉するのが見られる。 7・グロ

プリンは感染後3日目頃より既に増加を見るもの（し

10号〉及び一時的減少後増加するもの c1, 7号〉を見
た。 8号はそれが減少したま 〉死亡しているが，r－グロ

プリンは概ね増加の傾向が強く，E長時間持続し，叉4

号の様に再感染により更に増量し長く維持されるのが見

られた。 フィ プリノグンは感染後やはり一時的に増加す

る様である。 ( 1, 4号〉。

( 28 ) 
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以上の様に泳動の結果は，家兎自体 の個体差も手伝

って，少数例 の為に，決定的な結論を見出し得ない

が，主としてアルプミンの一時的減少とr－グロプリンの

増量（或は一時的減少後の増量〉が一般的に認められ

る。而して血竣或は血清蛋自分割の変量は感染後すぐ（ 3 

日目頃より〉現われて来る場合があるが，乙れ等初期の

変量は宿主に侵入した仔虫の体内移行による影響と見倣

されるもので，今までにこの種の業蹟を見ないだけに興

味ある成績と考える。叉仔虫の体内移行が大体終了する

と見られる感染後2週間以後17）の変量を見れば，初期の

変量に引きつ三いて居り，その移行部は認められずに増

減して行くが，乙の場合のアルブミンの一時的減少及び

トグロプリンの増量その他も，感染後約2乃至8ヶ月の

閑は感染による侵傷の治癒過程にあると想像されるので

叩 1川日），その影響と，感染防禦抗体等の免疫現象と関係

のある宿主個体の反応の綜合したものの結果と考えられ

る。しかし，とれ等の変量は，更にその後も長期にわた

るものが認められ，叉4号家兎の再感染実験てはく第8

表参照〉 ，再感染後r－グロプリンの更に著明な且長期の
増量を見た事実は，感染後の侵傷が治癒しその影響が薄

らいだ後は，免疫現象による変動によって大部分がしめ

られる様になる事を推察せしめ，従って鈎虫の感染免疫

第 3 表
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第 4 表

13号家鬼念
イ本主 J.500~ 

500隻皮下う主入
予 tprokllo 3 30隻｝

ぺtプ（＼

ぺン／／

で之こ
←一人〆ノ

%%九 26 35 B'I日

第 5 表

1斗号室三鬼 ~ 

イ本主 1，斗009・

1.000隻度下よ主入
号 ( prok山ワ10建〉

20 

15 

10 

5 

官 士～／一一

%1九 10 16 26 35 sq司
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車島等
蚤烹O

白 6.0

量

Z

5

0

5

0

’’’’
0

5

0

5

0

 

．．
 
ιv

五
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血

清

蚤

白

各
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付
制
邑
九
ザ
率

第 6 表

16号家鬼色

4本主 1,500~・＜~3、0009・， 16斗日｝
2,000 皇皮下注入＜ prok.~lo 1.300・3
l 

5 

l)li 1Yn 10 16 26 35 82 2030 

第 7 表

オ号事え究L 会

.., 4本主主主，500~ · ~~主染

601 29,000皇名心内注入 20,000聖皮下注入
' f Cprokllo 8,000隻）干

ーい／心小／
出

回

同

S
B

・－
f
お

初

巧

血
祭
蛋
白
e
f
A
V

劃
宇
宙
令
率

~－一東 F‘~ br叩3<11.

ま~ J._乞
盈！； s:o 
白

董 坑O
〆九千4 、............__--cf"8－－＂外＼ 必

t! 

〔寄生虫学雑誌、・第 5巻・第 1号

第 8 表

斗号吉正危 ;!; 

4本＊ 2.300~
品店~

so.ooo量腹腔肉注入 20、000I.直下達入
'1: 1 (pro kilo 21,00Q l , 
ω、！ . 曹

、．，，、〆、ノ
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血
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台
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第 9 表

ワ号家女！. ~ 
イ本金 2,600g 

す 叫経口広染川 '7,700 

x- x Fibri.noge札

10 

ミ、~~ぷ~
~'-o-lく~

5 

トrイプ三
九 %13 5 7イ0 15 22 2BB 

現象による血疑或は血清蛋白に及ぼす影響も T・グロプリ ったので，次いで塩析法を用いて血清蛋白牙却を試み各

ンの増量としてあらわれると考えて大過ないと思考す 分屑と沈降物形成現象との関係を試験する事にした。

る。 周知の如く，塩析法による血清分劃は電気泳動法によ

市し乍ら，本篤て問題としている所のサーレス現象の るそれとは一致せず，若干異った意味をもつものである

抗体物質を各牙劃中に追求するには，私の使用した電気 が30)3川ペ第12表の様な方法て免疫家兎 1号より牙離し

泳動装置では各分割の牙離乃至抽出するのに不適当であ た血清の硫酸アンモンlfs飽和液による好屑の水溶液〈第

c 30 ) 
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第 10 表

8号吉正免 ~ 

% イ率、主2、80031

血斗sl3 5,o~~rMt7Aな E

: :Jぜ；；
白

各 30

今 25
It! 
色 20

づト 15 
率
10 

5 

＼＼〈
量

12表A液〉は，泳動させて見ると第6図（a）に示される様

に殆どれグロプリンよりなり，との液と仔虫とを invitro 

て反応させると強烈なサーレス現象を認めた。但しとの

際も仔虫の死滅には可成り長期間を要し，漸やく 4日目

頃から死滅するものが多くなって来るのは原血清〈第1

篇参照〉の場合と殆ど変りはない。

更に残液〈上清〉の硫酸アンモン 1/2飽和液による分

屑の水溶液〈第12表B液〉を用いてサーレス現象を験し

た所，ζれも陽性を示したので，泳動させるとアルブミ

ン〈少量〉及び ι，fl－グロプリンのタ卜，r－グロプリンも

第 11 表

10号富良免 c; 
4本宣2、800g 

軍

65 

0

5

0
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A
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劃
ザ
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; :: 1 当主予~
←ヘ〆〆／へ~一－－－ノ総うヲ

蚤 ι。
白
蚤 5.0

1~ 2942 3斗67 q刊叫1620 28 42 56 65 100 11q日
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第 4国 8号家兎血清の電気泳動図

a) 感染前 （15/x)

b) 感染後6日目（死亡3時間前）

第 12 表

免在家鬼1号よ＇）得た
血清の；；t,"i-によるを白
分割方法

血清刊cc 十米 13 cc 

的舵問点・c)15吋 加
↓ 

冷載（0。Ci斗8時問，P吋6.0） 
正主ω e.ooo れf・守n.’5』ト

i史よ店主
↓ 

1 e.ιCめ:iK_1：： ：与僻

↓ 
'lee .f>え守飽和決漁Jロ

↓ 
〉令義（0・C,2斗時間1
↓ 

亀11!! q~QOt:p. m., 5'~ 

~tri よ清

3すの水に潟解

Jk.にを梢T(:Jiヂオ〉眼，1.5時間｝
A滋之
u守E回（Gt）今照〉

よ＇5青斗1cc 
↓ 

1斗 ιι!irk.~位キロ浪路加OH！！.和〉
↓ 
遠山 q000 T:'f札＇ 5'~ト

沈最 上l靖

3t，.，の氷 1亡率解
↓ 
Bo札
け S図（b）参照l)

第5図（a）免疫家兎1号より得た血清の硫安 1/a飽
和液による分屑溶解液（第12表A液）

の電気泳動図

c 31) 
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尚可成りの量て、残存している事が認められたので，現象

陽性を示したのは当然の事てあるのが解った。 （第5図

(b）の泳動図参照〉 （第6図は免疫家兎1号の血清泳動

図て，本篇に於いては省略した〉

第5図（b）同前硫安 1I3飽和液上清の硫安 l/2飽和
液による分屑、の水溶液（第12表B液）

の電気泳動図

ι 三J シ，， ..ヘ J

ト 正 1 、；ゲい止 J ••••• Jヘ 1 Jι ヘ，： 刀.よJ乙..< .. ; ..’ f二

ツ；ム三ヒ二バ山遁島 ・..;;;.. ケー
＼ 十γ..ー........... - ・- イシ..ーγ二 樋告 沼＆ 地 量廃忌、 J • 

～. ··~· 濯密着E A五L a許容•.三·＿：－＿－－－＿ · JS!l;：： 司盤 温也 夢E ..ぷj

' ・-. .亀 J 「

， ι， 

上述の如く硫安法による塩析法てはすーレス現象に与

える抗体力＇＞r・グロプリン中にあるのは間違いない事は解

るが，残液（上清） rp 1/2飽和液による好屑中にある 7・
グロプリンの除去が充分行い得なかった為に，7・グロプ

リン以外の牙剖中にそれがないとは云えない。そとて次

に無水硫酸ソーグを用いて塩析法を試みた。無水硫酸ソ

ーグによる塩析法は平井31)32)33）に準拠し，7・グロプリン

を除く目的て16%及び18%の濃度を使用する事にした。

再び1号家兎より牙離した血清を第13表の如き方法て

塩析して同点C液及びD液を得，これ等を泳動させて見

ると第7図及び第8RIの如くなり，r－グロプリン以外の

牙屑も混入して来るのが見られるが，とれを用いてサー

レス現象を験すれば強く陽性に出るのが認められ，その

上清〈第四表E液及びF液，第9図参照〉にはT・グロプ

リンが含まれないと同時に，との現象に与る物質改全く

第 13 表

免疫怒免1号よリ持た血清の

16%釘よtf'183無米航酸ナヂ
飛 I~よる分割法

血清 10(( ＋札 10ιι 

↓ 
~JιュらO特急ち Jl. を 16 ラo，色、 、 ti 183に
む るよう l 二 4余川二 5~子し こ之、 lpHワ.0}

↓ 
37・c, 1時間古久宜
↓ 

込·~ 3000吋・m.. • 30~ト

~~ i般

↓ 
2.5ιEの水に溶解

↓ 
＂＇に注者 T
｛コロヂコtYA阜、1.s-待問｝
l 

C没 t163lふる 111ま
Dシ従 （1 8弘）
tキ7図および沖8図参照｝

一I
ょう青

↓ 
?J(lこ企杓

（コ0-f'-;t:--lll., 1. 5時間｝

E主主主（イ63）ある I¥l':I: 
F：従(183) 

（キqrg(a.）ゐよぴ＇lb）色 J}r.~. ｝

〔寄生虫学雑誌、・第 5巻 ・第 1号

第7図 免疫家兎1一号より得た血清の無水硫酸ソ

ーダ 16,96'濃度による分屑酔液 l第13

表C液）の電気泳動図

第8図 /Fi］前無水硫酸ソーダ18%濃度による分属、

水溶液（第13表D液）の電気泳動図

第9図 同前無＊硫酸ソーダ18%濃度による上清

（第四表F液）の電気泳動図

a）上昇側

b）下降側

含まれないのである。

尚との際上清の透析後の蛋白濃度は 3%に下ったので

対照としての原血清及びC, D液の蛋白濃度も同じ%ま

で蒸溜水て、稀釈したが，とれらではいづれも強く反応す

るのを見た。 E液の泳動は遺憾乍ら失敗したが，F液て

は第9図の様な像を示し，とれによればF液には，平井

3ll32J33lの云える如く ，アルプミンより かグロプリ ン迄を

合むが 7・グロプリンは無い事が解り，結局サーレス現象

に与る抗体は7・グロプリン以外の牙劃には含まれていな

い事が証明された。

( 32 ) 

上記1号家兎血清についてのタ卜， 13号家兎〈第1篇第

2表に示す経過のあと，50日を経て， 15,000隻の再感
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染をさせ，その後27日を経て採血〉ピついて行った無水

硫酸ソーダ 18%塩析液についても全く同様な成績を得

た。

次に宿主の感染防禦力とサーレス現象との関係全しら

べる為に，上記の16%硫酸ソーダによる塩析介屑をとり

出して，と，]1,を水溶液としてマウスに注射し感染防禦力

が移行するかどうかを観察した。

免疫宋兎 l 号より血清11.5 ccを1~， 上述の16%硫酸ソ

ーグ濃度て塩析，好屑を水溶液として透析後（第13表C

液） 4.0 ccとなし，第 1日に1.0ccを体電15瓦前後のマ

ウスの腹腔内？と注射し，その後30牙を経てヅピニ鈎虫仔

虫を経口的に140隻投与し，以下連目上記牙屑水溶液を

1.0 cc注射する。 72時間後マウスを殺して塩酸ペプシン

法18）てその肺より再び発見されたく肺に移行した〉仔虫

を計算する。との様にして得た成績が第14表てある。

叉免疫家兎13号より得た血清20.5ccを同様処置して得

た水溶液を用いて繰返し上述と同慌の実験を行い。との

場合は仔虫数を 300隻に増して見たが，その結果を第15

友に示す。

第14表 免疫家兎1号血液より分離した血清の

16;:'0'硫酸ソーダ濃度で塩析して得た分

屑の水溶液（第13表c液）によるマウス

の鈎虫感染防禦試験

（仔虫数140斐）

感染後72時間自にエーテJレ麻酔によ
って殺し， 肺を とり出して塩酸ペプ
ジシ法で算定した仔虫数

免疫血清よ りの分
屑水熔液を注射し
？とマウス
対照，非免疫家兎
血清より ，同様処
置して得た分屑の
水j容液を注射した
マウス

対照，生理的食塩
水を注射したマ ウ
~ 

。

18 

24 

第14,15表に見られる様に各ノセ対照〈非免疫血清より

得た牙屑水溶液， 及び生理的食塩水注射〉の？ウスより

も肺臓に移行する仔虫が少い。 即ち木物質注射動物ては

仔虫が体内に侵入或は体内移行の途中て死滅或は運動力

を失うに到ったものと見られる。

ちなみに，1ヶ月前にあらかじめ感染させておいたマ

ウスに仔虫を再び感染させれば，仔虫の再感染乃至体内

移行が阻止された結果をみるのであるが（能動免疫の成

33 

第15表免疫家兎13号血液より分離した血清の

16%硫酸ソーダ濃度で塩析して得た分

屑の水溶液 f第13表C液） によ るマウ

スの鈎虫感染防禦試験

（仔虫数300隻）

免疫血清分屑水溶液の注射時間と 肺よ り
マウス殺時間 の仔虫

エウス 仔虫感 24時間 48時間 72時間数
番号 染当日

No. 17. 1.0cc 殺

No. 18. 1.0cc 1.0cc 殺

∞
一
置
置
置

ρ
一
処
処
処

1
一
無
無
無

一0
1

2

9
一2
2

2

1
一0
0

0

0

．一N
N

N

J

主
f
i
l
l』
1

］
【

対

照

∞

一

置

n
U
一

日

記

I
一
殺
知

1.0cc 殺

殺 18 

41 無処置無処置 殺

第16表 鈎虫再感染マウスの感染防禦試験

（第1回感染仔虫数660隻 ＼ 
1ヶ月後の再感染仔虫数600隻／

各マウス殺時聞に於ける肺よ
り発見された仔虫数

48時間 72時間 96時間
号一

7
番一

仏

ス一

N
ウ一マ一

6 

No. 8 

No. 9 
fNo. 4 

対照.：＠JI 
感染マ ｛No. 5 

ウス !No. 6 

13 

10 

98 
62 
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過をもって上述の透析液注射マウスに於いて仔虫の感染

乃至体内移行が阻止さ，九るに到るのを認めたのは非常に

興味深い事実である。との事実は免疫運動血清の上記牙

屑て鈎虫感染に対する受動免疫（線虫類に於ける受動免

疫の成立する事は， Sarles等34）が Niρρostrongylus

murisて， 叉 Lawler7＞は Strongyloidesm似 てそれ

ぞれ立証している〉が成立する事を示し，従ってすーレ

ス現象に与る抗体は仔虫感染防禦抗体と同ーか或は少く

とも同ーの血清牙屑に合まれるという非常に密接な関係

にあるものと見倣されうる。

小括及び考察

サーレス現象による抗体に関して以上の様な）｜国序及び

方法て実験を進めたのであるが，最初の，電気泳動法に

依って血清或は血疑蛋白牙劃中の抗体量の増加を観察す

る方法は，前述の如く仔虫感染乃至それの組織侵傷によ

る影響が感染後すぐ現れて来るので，本篇の目的とする

すーレス現象の抗体を追求する為には，あまりにも介在

する因子が多すぎ適当てない事が私の実験から明らかと

立 24)25)26)) （第四表参照〉，その場合と同様な時間的経 なった。

( 33 ) 
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既に Wright等27）は Trichinella sρira:isを用いて，

同様電気泳動法により感染後家兎血清中のr－グロプリン

が増量する事を認め，叉その増加したれグロプリンを電

気泳動法によって牙離してその中に沈降物質形成に与る

抗体の存在する事を述べているのであるが，私の実験を

以って彼等の成績を批判すれば，7・グロプリン亦劃中に

すーレス現象に与る抗体の存在する事はみとめ得るが，

その増量に関しては単に免疫現象のみによるものとは考

えられない。即ち， Trichinellasρira:isを家兎に感染さ

せた場合は，仔虫の体内移行の影響がヅピニ鈎虫感・染の

場合と同様に感染後すぐに，血清蛋白各分劃量に変動を

与えるし，叉体内移行後母虫寄生がおこるのでそれに対

する宿主の反応や抗体産生（Wright等27）によれば母虫

に対する抗体は， 仔虫に対するそれとは別のものと考

えられる〉をも併せて考慮に入れなければならないから

である。ヅピニ鈎虫の家兎感染の際は母虫寄生はおとら

ないので，感染後2週間を経て仔虫の体内移行が終了す

れば，その後の血清蛋白各分劃量の異常は，感染による

宿主体組織侵傷の治癒過程や，サーレス現象乃至感染防

禦抗体の産生に関係のある宿主の反応によるものと思わ

れる。尚 Wright等27）の電気泳動法による r－グロプリ

ンの牙離方法は記載が明確でないので，それに対して追

試は出来なかったが，7・グロプリンの電気泳動法による

牙離法がまだ試験的実験の域を脱して居らない今日3川 6)

私はその牙離方法として止むを得ず塩析法による事にし

た31)32)33）。

而して硫安法を用いて比較的純にr－グロプリンの牙屑

をとり出し，その内ですーレス現象を証明し，更に無水

硫酸ソーダによる塩析でr－グロプリン以外の牙劃にはす

ーレス現象に与る物質は存在しない事を認め得たので，

Wright等の成績を塩析法て追試し同様な結論を得た事

になる。

尚塩析法によってとり出したれグロプリンをマワスに

注射して受動的に感染防禦力をもたせうる事を証明した

ので，線虫類感染免疫の場合の抗体も，細菌に対する抗

体同様，家兎に於いてはT・グロプリンにふくまれて存在

する事が明らかとなった32)35）。

要するに免疫家兎血清中には，そのr－グロプリン中に

サーレス現象を発現する抗体をふくむと同時に，感染防

禦に与る物質が存在する事が云える。

ツピニ鈎虫仔虫によるサーレス現象を，先人の各種線

虫に於ける同現象の所見〈いづれも部分的な報告である・

が〉と比較すれば，どの線虫も大体同様の機構をもって

( 34} 
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発現して来るのがうか三われる。しかしすーレス現象と

宿主の感染防禦力との関係については，未だにそれを明

確にした実験は行われて居らない。その理由は各種線虫

仔虫のどれを用いるかによって，仔虫の運動力，沈降物

形成のつよさ，、沈降物の形，大きさ，性状が異る為，実

験結果の批判が各実験者によって差を生ずる為と思われ

る。

ヅピニ鈎虫仔虫は前述の如く ，比較的活発な運動を営

む仔虫であるが，免疫血清中或はそれよりとり出したれ

グロプリン溶液中て虫体関口部及びその周囲，或はメヂ

ウム中に遊離しで沈降物が多量に認められている場合て

も，可成り長期間活溌に活動しているのを見る点が特異

である。 とれは Sheldon等SJ も Necatoramericanus 

について同様な所見を記載しているので鈎虫に共通する

ものと思われる。 Otto5＞によれば犬鈎虫仔虫は invitro 

免疫血清中て早期に死滅した様であるが，私の実験ては

人鈎虫仔虫と同様沈降物を虫体に附着させたま＇：：.. 4～ ff・ 

日間は生存活動している例を見ている。 〈但し犬鈎虫仔

虫は人鈎虫のそれよりも幾分生存力の弱い事は経験上認

められるので， Ottoの用いた仔虫が弱いものだった為

かも知れない。〉故に仔虫体外の沈降物（虫体関口部に

附着しているもの及び虫体周囲血清中に遊離するもの〉

そのものには直接仔虫を殺滅する力は無いものと認めざ

るを得ない。た三口腔食道或は消化管内に沈降物の形成、

される場合は例外なく死滅するのを見るので，これが免

疫宿主体内ての仔虫殺滅に与るものと考えられるのであ

るが，それには血清と反応させてから5日以上要する場

合が多く ，可成り長時間免疫血清との接触を要するもの

である事が想像されるのである。

第14,15, 16表に見られる如く ，マウスの感染防禦試ー

験て，能動受動免疫共に72時間以内に既に効力があらわ

れて，仔虫の宿主体組織への侵入乃至体内移行が阻止さ

れる現象を見るのであるから，上述の仔虫殺滅と関係の

ある仔虫体内の沈降物形成は，時間的に見て免疫動物体

内ては仔虫の体内移行阻止のあとにおこって来るものと

考えられる。故にヅピニ鈎虫仔虫が，免疫宿主に侵入し

た際の感染防禦は単に沈降物形成〈サーレス現象〉のみ

でなされているものでなく ，その他の感染防禦因子があ

る筈て，即ち，経口感染ならば腸液の牙砲、元進乃至蝶動

促進等による仔虫の排除作用（局所免疫の存在一一 Mc

Coy 3•）が Trichinel仰 を用いてζれを証明し，而も排

除された仔虫は尚感染力を有する事を認めている〉をは

じめ，組織に侵入すれば仔虫の運動を阻止する（immo-



昭和 31年 3 月（1956）〕

vilize）因子〈特にそのものを究明 した報告はないが

"Sarles3) 4i及び Oliver-Gonzalez等引が invitroても

認め得ると唱えて居り，叉私は invitroのヅピニ鈎虫に

よるサーレス現象に於いては認める事が出来なかったが

-in vivoては存在する可能性があると考えている〉等が

サーレス現象に先立って侵入仔虫に対して作用を開始し

ているものと推察され，その後に仔虫体内の沈降物形成

が殺虫的に作用し，叉更にそれに引続いて細胞浸潤によ

る仔虫に対する処置4）が行われるものと考えられるD

この様に沈降物形成は免疫宿主の感染防禦力の体液的

な部牙と密接的な関係があると見られるが，決してその

全部ではないと考えている。しかし以上の実験成績に見

られる如く ，免疫血清の7・グロプリン分劃中に，免疫現

象に与る物質並にすーレス現象の抗体が同時にふくまれ

るので，サーレス現象は，宿主個体が仔虫に対する感染

防禦力を持つ事を invitroて証明する最も有力且簡便

な手段てあると信ずる。

第3部サーレス現象の稽特異性について

サーレス現象の種特異性に関して，これを特にとり上

げた報告はない。僅かに滝沢等38）が豚岨虫仔虫を用いて

人姻虫症患者血清中てのすーレス現象を認めた事を報告

しているので，豚及び人姻虫相互の間には特異性がない

事を推察しうるタ卜，，She1don8）がとの現象の宿主血清中

ての発現とその糞便内卵数の多少とが平行しない事実の

理由の1っとして，特異性のないものではないかと想像

しているにすぎない。 （前述〉。

私はヅピニ鈎虫と，犬鈎虫，或は鈎虫と畑虫との間て

との現象の特異性があるかどうかを試験した。

実験方法並に成績

2羽の家兎〈体重1.5kg）に犬鈎虫の感染型仔虫を各

々 prokiloム800隻，他の2羽（同体重〉に豚姻虫子宮
内卵より得た成熟卵子を prokilo12, 000個宛いづれも

経口的投与によって感染させ，2週間後採血して，本実

験に使用した家兎1号，4号，16号との聞に交叉試験を

行った。

畑虫卵子は，2%ホノレマリン水に培養した姻虫子宮内

卵を，よく成熟し運動するのを待って，マウスに予備的

に感染実験を行い，その肺より仔虫を回収して感染力の

号主い事を確かめておいたものを使用する。サーレス現象

に使用する同仔虫は，成熟卵子をよく水洗し，少量の水

及び直径3mmのガラス球と共に試験管内て約10乃至15好

振還すれば卵殻はこわれて大部分の仔虫は水中に遊離す

る。とれを暫く放置してガラス球と卵殻のしづむのを待

35 

第 10図 鈎虫免疫血清中での豚姻虫仔虫に よる

沈降物形成（400倍で撮影，口及び匹門

より沈降物を形成している。）

ち，上清を遊離した仔虫と共にとり出して遠沈〈少量の

卵殻の混入はまむがれない〉し，後ヅピニ鈎虫の場合と

同様マーソニン液て処置し水洗してホールオプエクトに

入れる。 （第1篇参照〉

犬鈎虫の処置はツピニ鈎虫の場合と全く同様である。

実験成績は上記感染量てはいづれも陽性に反応しあうの

を認めた。而して，犬鈎虫とヅピニ鈎虫とではその反応

の強さ及び形成像は殆ど差異はないが，豚畑虫と鈎虫と

では互に弱く反応するにすぎない。 （第10図参照〉

叉実験中混入した土壌中の自由生活の線虫（名称不明

Rhabiditoideaの一種と見られる〉が1号，16号家兎の

ヅピニ鈎虫免疫血清中て口及び旺門部より沈降物を形成

して24時間以内に死滅するのを認めた事を附記する。

小括及び考察

以上の様にサーレス現象は腸管寄生線虫仔虫の間ては

反応、の強弱はあるが，種特異性に乏しいものであると考

えられる。特に大量感染或は反復感染にさらされ，或る

種の線虫仔虫に対するすーレス現象抗体をもった宿主の

血清は類縁の遠い他種線虫類仔虫に対しても類属的にサ

ーレス現象を発現する可能性がある事を示している。

而し乍ら，現在の抗原物質の抽出状況では，その様な

類属反応、に関する吸収試験その他綿密な追求は不可能で

あって，抗原物質の今後の解決に期待される所が大きい

のは云うまでもない。

綜括考察

サーレス現象は寄生嬬虫特有の抗原抗体反応、て、あって

( 35 ) 
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原虫類，細菌類ては全く見られないものである。

市してとの現象が嬬虫類仔虫の感染によって発現し，

宿主感染防禦力の humoralな部牙の重要部を受持って

いるとして今までの報告に認められて来た1)2)3)4)13）。

私はヅピニ鈎虫を用いて，家兎を実験動物としてとの

現象の発現状況を詳細にしらべて，第l篇にしるした様

な所見を得，との現象が仔虫の一定感染量（最低prokilo

25隻〉を以って発現し，感染から発現まで一定の潜伏

期があり，且感染量に応じた発現持続期間がある事，叉

それ等は仔虫感染があれば，その感染方法経路の如何を

問わずに現れて来るもので仔虫がその後宿主体内て成長

し丈母虫となる事〈寄生の成立〉とは本質的には関係の

ない事を明らかにして来た。

本篇に於いては以上の所見を基礎として，この現象を

免疫学的に追求し，叉それと宿主の感染防禦力との関係

をしらべる事を目的とした。

即ちサーレス現象の抗原物質に関しては未だ確認した

報告がなく ，Taliaferro及び Sarles3>4＞が invitro及

び invivoての反応像を見て，仔虫の排出物乃至牙泌物

が抗原であろうとの説を立て，その後 Oliver-Gonzalez

引が仔虫角皮のまわりに生ずる沈降物を見て，宿主体内

ては組織と密な関係になる仔虫角皮がとの現象の抗原で

あろうと述べた。私はヅピニ鈎虫仔虫が，血清中て脱皮

し，そのま〉数日間活溌に活動している状態を利用して

との聞に出す新陳代謝産物を，仔虫を除去した血清と共

に注入すれば， サーレス現象が陽転して来る事実を認

め，一方仔虫自体を色々処置して注射しても陽転しない

ので，サーレス現象の抗原物質が仔虫の新陳代謝産物て

ある事が解った。叉鈎虫の場合，脱皮してとり残された

f-iJ皮のまわりにも，沈降物が附着するという事は見られ

ず（第1篇第3図参照）, Oliver-Gonzalez9＞の畑虫仔虫を

用いて称えた仔虫角皮抗原説はヅピニ鈎虫の場合全くあ

てはまらなかった故，仔虫角皮の抗原性は全くないもの

と考えられ，姻虫仔虫の場合は仔虫が小さく叉運動性が

少い為に角皮のまわりに沈降物が集積する場合が多いの

で彼の判断を誤まらせたものと惟察している。

以上の所見は鈎虫仔虫を血清中に投入した際の特異な

現象（脱皮且生存）を利用してはじめて認められるもの

で，サーレス現象の抗原物質の究明には意義深いものと

考えるが鈎虫を用いて更にすーレス現象の抗原物質を抽

出乃至精製してそれによる免疫実験或は抗体吸収試験を

行うにはその性状が許さず全く不適当である。即：；仔虫

の新陳代謝物を純にとり出すのは仲々困難と見られる。

( 36 ) 
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01 i ver-Gonzalez9＞は豚阻虫を用いて，；畑虫母虫体及

び子宮内卵子より処置して得られる抗原によって，サー

レス現象をおこし得叉，その抗体物質を吸収する事を述

べているのは，との際甚だ興味深いが，鈎虫母虫体を用

いて行った私の実験ては，遂に反応を陽転させる事は出

来なかった。若し Oliver-Gonzalezによる報告が事実で

あれば，鈎虫仔虫に於げるサーレス現象の抗原（仔虫の

新陳代謝産物〉と母虫体或は卵子より得た物質との聞に

共通抗原因子を有するものと解されるのでとの）］面の実

験に有力な指針を与える事になる。

in vitro血清中て行われるとの現象の抗体物質は第2

部て述べた如く ，r－グロプリン牙劃中にあり，他の骨量1J

？こは存在しない事が明らかとなったので， Wright等27>

が電気泳動法によって牙離したのと方法は異るが，結論

は一致した。しかし彼等が云っている所の，感染後宿主

血清中のれグロプリンの増量については，私の実験成績

から見て，単に抗体量の増加に伴う トグロプリン呈の増

量とは考えられずいさ〉か検討を要するものて、ある事が

明らかとなった。即ち，感染後の血清蛋白各好劃の変動

は，比較的早期に〈感染後8日目頃から〉現れて来る場

合が多く，先づ仔虫感染乃至仔虫の体内移行による影響

が出て来， その後感染後10～11日の潜伏期を経てす：ー

レス現象が陽転し，それに関与する抗体産生が行われる

に及んてその影響が加わって来るのである。とれ等は原

虫類細菌類による感法実験とはそのおもむきを全く異に

するので非常に興味深い所てある。 叉 Wright 等の

T richinellaを用いての実験ては， 更にその後に母虫寄

生の成立があるので，それによる影響並に母虫に対する

抗体が産生されるので尚一層複雑となる。ヅピニ鈎虫を

家兎に感染させた場合，最後の母虫による影響は考慮に

入れなくてもよい事になるが，仔虫感染及びその体内移

行による影響が感染後何日位まて血清蛋白各牙劃量の変

動についてまわるかは，以上の成績から判断出来ず，明

確な牙劃点は認められなかったのて、ある。しかし，体内t

移行を終った仔虫が感染後大体2週間て殆ど移行性を失

い1～長くて 8ヶ月間組織学的に再発見される可能性が、

ある18)19)20）としても，大量感染の場合7・グロプリンの増i

量は尚それよりも後まで持続し叉再感染によって一層増

量するのが見られ，且サーレス現象の陽性度と雫行して

いる事実から，との後期のr・グロプリンの増量はサーレP

ス現象の抗体や仔虫感染防禦抗体によるものと考えてよ

いのではあるまいか。

塩析法を用いてとり出したれグロプリン中に，サーレ
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ス現象の抗体物質があり， 強烈なサーレス現象を認め

（但し仔虫の活動性，生存期間，沈降物の像等は，原血

清中に仔虫を投入した場合とかわりはない〉 ，叉とれを

マウスに注射すれば，受動免疫が成立して，能動免疫の

場合と同様の時間的経過で感染乃至仔虫体内移行が阻止

されるのを認めたので，7・グロプリン牙却中には感染防

禦抗体も同時にふくまれる事を示すと考えられる。

而し乍ら， との感染乃至体内移行阻止は， in vitro 

のサーレス現象に於ける仔虫の死滅に要する時間よりも

比較的早期に行われるのであって，免疫宿主体内ての再

感染防禦は仔虫体内外の沈降物形成のみで営まれている

のではなくて，多牙にそれ以外の防禦作用の関与する事

を考慮しなければならない。しかしサーレス現象は感染

免疫の成立とは密接な関係にあり，感染防禦抗体と共に

サーレス現象に与る抗体物質が免疫宿主血清中の同一号

劃中にあるのであるから，サーレス現象は宿主が感染防

禦力を持っととを invitroて証明する手段として最も

有用なものと考えられ，しかも比較的簡単であるから将

来臨床方面に応用されうると考えている。

サーレス現象の種特異性に関しては未だにその報告を

見ないが，滝沢等38）により豚畑虫仔虫が人血清〈姻虫

症患者血清〉中て、サーレス現象を呈する事を認めてい

る。私は犬鈎虫及び豚姻虫仔虫を用いて，ヅピニ鈎虫仔

と共に三者の聞の交叉免疫試験を行い，鈎虫聞には殆ど

反応の強さ，像のかわらない沈降物を認め，姻虫と鈎虫

とでは微弱乍らもお互に反応しあうのを認めた。叉自由

生活線虫が偶々混入したが，それからも沈降物を生ずる

のを発見したので，反応の強弱はあるが，他種線虫仔虫

に対して立も陽性を示す可能性がある事を証明した。

従ってこの現象と密接な関係にある宿主の感染防禦力

も，寄生線虫相互間には，特異性のない普遍的な部長子も

あるのではないかという推察もなしうるわけで，此の方

面の実験に対して興味ある事実と考える。

結論

ヅピニ鈎虫仔虫を用いて，家兎に感染させサーレス現

象を観察して得た第l篇の所見を基礎として，本篇ては

ζの現象を免疫学的に追求し，それと宿主の感染防禦力

との関係，種特異性に関して究明する所があった。

1) サーレス現象の抗原となっている物質は，仔虫が

感染後体内移行中に出す牙泌物乃至排出物であって，

冷凍死誠仔虫体を処置して家兎を免疫してもサーレス

現象は陽転しなかった。

2) サーレス現象に与る血清中の抗体は，塩析法並に

( 37 ) 
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話気泳動法て、試験した所，血清中の7・グロプリン牙劃中

に含まれて存在するのを認めた。叉免疫宿主の感染防禦

抗体も同一牙劃中にあるもので両者は密接不可分な関係

にあるが．サーレス現象抗体だけが invivoの humoral

な感染防禦力の全部をしめているのではなく ，感染防禦

には時間的にサーレス現象発現より先に仔虫の感染乃至

体内移行阻止に働く因子があるものと考えられる。

3) 木現象の種特異性に関しては，ヅビニ鈎虫，犬鈎

虫，及び豚銅虫と交叉試験を行った所，強弱はあるが寄

生線虫類においてはお互に陽性を示す可能性がある事を

認め，種特異性の強いものでない事を証明した。

全篇綜括

木論文は寄生虫免疫現象の内，極めて特異な，括虫仔

虫による invitro免疫血清中ての、沈降物形成反応〈新

称サーレス現象〉に関して，今までその成立機点に就い

て系統的に追求されて居らず種々不明のま〉てあるのに

著目して，ヅピニ鈎虫を採り上げ，乙の仔虫による家兎

への定量的感染実験により，サーレス現象の発現状況及

び発現に関与する因子を究明しようとしたものである。

先づ木仔虫を家兎に感染せしめ，その免疫血清と仔虫

を invitroて作用させると仔虫体関口部及びその周囲

に沈降物を形成する事を認め，ヅピ．ニ鈎虫仔虫によって

も，その沈降物の形や畳，場所に特色はあるが，サーレ

ス現象がおとる事を証明した。

市してとの仔虫が感染後体内移行する習性を利用して

行った実験によって，サーレス現象が感染経路の如何を

問わず，生きた仔虫が一定量体内に入れば発現する事を

認め，叉仔虫感染後発現まてには一定した潜伏期（10乃

至11日〉があり，仔虫感染量に応じた反応陽性期間があ

る事を認めた。

次に以上の所見を基礎としてヅピニ鈎虫に於げるすー

レス現象の免疫学的追求を試み，叉それと宿主の感染防

禦力との関係，種特異性に関して考察した。

即:5私はヅピニ鈎虫仔虫の血清中ての飼育液を抗原と

してとの現象の発現に成功したので，仔虫が宿主体内て、

排泊する新陳代謝物がすーレス現象の抗原となる事が明

らかとなり，一方仔虫体だけを処置して得た抗原ては同

現象を陽転させ得なかった。

叉サーレス現象に関与する免疫血清中の抗俸は，電気

泳動法及び塩析法を用いてr－グロプリン介劃中に含まれ

ている事を認めた。叉免疫血清中の7・グロプリンを抽出

してマウスに対する受動的感染免疫の成立するのを認め

たので，サーレス現象の抗体と感染防禦抗体と同一牙劃
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中にある事となり，両者が密接不可分な関係にあるのが

想像され，従ってすーレス現象は宿主が感染防禦力を持

っている事を invitroてi証明する最も有力な手段のー

っと考えられる。しかし免疫動物体内ての感染防禦現象

は，サーレス現象によって鈎虫仔虫が死滅するに要する

時間よりも早く発現して来る事が見られるので，免疫宿

主の体内に於いては，時間的にサーレス現象よりも早期

に仔虫の体内侵入乃至体内移行阻止に働く因子があると

見倣される。

サーレス現象の種特異性に関しては今迄に殆ど云うべ

き報告を見なかったのて、あるが，寄生線虫仔虫相互間に

おいても，程度の差はあるが陽性に出る場合が認められ

種特異性に乏しい事を認めた。しかし同現象の抗原物質

の究明が困難て，より純粋な抗原物質の抽出に成功して

いない今日，吸収試験によって一層確かめうる事が出来

なかったので，将来その方面の研究が期待される。

以上の所見によってヅピニ鈎虫に於けるサーレス現象

の成立状況をうか三い得ると共に，その免疫学的な一端

を知り得たものと考える。

稿を終るに臨み，終始御指導と御校聞を賜った森下教

援に対し，並に御鞭撞を賜った猪木教授に対して厚〈感

謝の意を表する．

本論文の要旨は昭和28年4月第22回日本寄生虫学会

総会，昭和28年 12月第9回日本寄生虫学会近畿支部例

会，及び昭和29年4月第23回日本寄生虫学会総会に於

いて発表した．
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Summary 

The antigen responsible for Sarles’phenomenon 

seems to be the secret or excret of larvae since 

the phenomenon does not become positive when 

the rabbit is immunized with material from the 

larvae killed by freezing. 

The antibody in the immunized serum which 

provokes the phenomenon is contained in the 

fraction of r-globulin in close relation with the 

antibody defensive against infection. It is thought 

that the humoral defensive ability of the host 

against infection or wandering of larvae not only 

depends on the antibody for Sarles’phenomenon, 

but also other factors may be responsible, al-

though the latter seems to act earlier than the 

former. 

Regarding to the specificity of the phenomenon, 

the positive cross-reactions are observed between 

Ancylostoma duodenale, A. caninum and Ascaris 
lumbricoides suum. 




